
正
十
一
年
一
月
十
二
日
上
海
発
の
北
野
丸
で
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
こ
の
旅
行

は
西
崖
に
と
っ
て
満
足
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
資
料
収
集
の
目
的

が
果
た
せ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
自
著
の
『
支
那
絵
画
小
史
』
（
大
正
十
年

本
校
の
教
科
書
に
用
い
ら
れ
た
。）
が
五
、
六
年
前
に
上
海
で
翻
訳
出
版
さ
れ
、

そ
れ
が
支
那
の
師
範
学
校
の
新
教
科
書
に
そ
っ
く
り
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
自
分

の
著
書
学
説
が
支
那
に
行
わ
れ
て
い
る
の
を
自
分
で
確
か
め
た
こ
と
、
お
よ

び
、
北
京
に
は
本
校
の
卒
業
生
が
五
、
六
人
も
居
り
、
特
に
上
海
で
は
本
校
生

汗
亜
塵
（
卒
業
期
）
が
案
内
役
を
勤
め
て
く
れ
た
り
し
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。

西
崖
は
こ
の
旅
行
を
機
に
日
中
美
術
交
流
運
動
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
前
出
「
支
那
歴
遊
談
」
の
な
か
で
、

私
共
は
支
那
を
研
究
し
て
、
日
本
の
藝
術
文
學
を
盆
す
る
ば
か
り
で
な
く
進

ん
で
支
那
へ
乗
り
込
ん
で
支
那
の
文
化
の
歴
史
の
上
に
足
跡
を
遣
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
さ
う
す
れ
ば
初
め
て
此
大
陸
の
文
化
史
の
上
に
、
日
本
人

の
仕
事
が
逍
る
諄
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
狭
い
國
の
中
で
、
何
會
だ
の

何
熊
だ
の
と
互
に
鏑
を
削
つ
て
咀
華
を
し
た
り
ば
か
り
し
て
居
な
い
で
、
ど

ん
ど
ん
諸
君
は
支
那
へ
乗
出
し
た
が
宜
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
さ
う
し
て
大

陸
の
文
化
史
に
足
跡
を
止
め
る
や
う
に
す
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
、

と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
国
の
文
化
史
に
深
い
憧
憬
の
念
を
持
つ
西
崖

の
、
あ
く
ま
で
も
学
者
と
し
て
の
誠
実
な
心
情
か
ら
す
る
提
案
で
あ
っ
た
。

西
崖
は
こ
れ
以
後
昭
和
二
年
に
死
去
す
る
ま
で
に
さ
ら
に
四
回
の
中
国
旅
行

を
試
み
、
研
究
資
料
の
蒐
集
と
中
国
の
画
家
や
学
者
た
ち
と
の
交
流
に
つ
と
め

た
。
大
正
十

一
年
二
月
に
は
第
一
回
旅
行
で
蒐
集
し
た
中
国
現
代
画
家
の
作
品

と
小
伝
を
編
集
し
て
『
萬
域
今
画
録
』
と
し
て
日
本
に
紹
介
し
、

一
方
、
上
海

で
は
西
崖
の
『
文
人
画
の
復
興
』
の
漢
訳
と
陳
衡
格
著
「
文
人
画
之
価
値
」
を

合
わ
せ
た
『
中
国
文
人
画
之
研
究
』
が
発
行
さ
れ
た
。
特
に
『
文
人
画
の
復

興
』
は
同
時
代
の
中
国
画
壇
の
新
旧
両
派
双
方
か
ら
理
論
的
支
柱
と
し
て
引
用

さ
れ
、
近
年
本
書
に
つ
い
て
中
国
で
多
く
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
大
正
十
二
年
四
月
の
中
国
旅
行
の
際
は
上
海
の
画
家
呉

昌

碩
、
王
一

亭
、
唐
吉
生
ら
と
日
支
美
術
倶
楽
部
設
立
を
計
画
し
、
西
湖
有
美
書
画
社
と
し

て
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
。
ま
た
、
同
十
四
年
一
月
に
は
北
京
大
学
で
講
演
し
、

沈
兼
士
、
張
鳳
挙
、
陳
垣
、
馬
衡
、
沈
手
黙
、
部
以
蟄
、
銭
稲
孫
、
蒋
夢
麟
、

胡
適
、
葉
漉
、
馬
裕
藻
ら
同
大
学
の
学
者
た
ち
と
交
流
し
た
。
同
年
五
月
刊
行

の
名
著
『
東
洋
美
術
史
』
に
は
長
年
の
蓄
積
と
こ
れ
ら
の
旅
行
の
成
果
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
最
後
の
旅
行
は
大
正
十
五
年
四
、
五
月
で
、
そ
れ
は
蘇
州
角

直
鎖
の
保
聖
寺
を
見
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
『
塑
壁
残
影
』
に
旅
行
の
概
要

が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
西
崖
の
中
国
旅
行
の
詳
細
は
吉
田
千
鶴
子
著
「
大

村
西
崖
と
中
国
」
（
『東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』

第
二
十
九
号）

を
参
照
さ
れ

f
し⑮

『

東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
記
念
号

校
友
会
機
関
誌
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
は
明
治
三
十
五
年
六
月
の

創
刊
以
来
大
正
十
年
五
月
を
以
て
第
二
十
巻
目
を
迎
え
、
校
友
会
は
こ
れ
を
記

念
し
て
そ
の
第
一
号
を
第
二
十
巻
記
念
号
と
し
て
発
行
し
た
。
表
紙
絵
に
は
岡

田
三
郎
助
筆
の
唐
花
模
様
を
用
い
、
口
絵
に
は
正
木
直
彦
校
長
の
肖
像
写
真
と

美
術
部
、
工
芸
部
両
校
舎
の
写
真
を
用
い
て
い
る
。
論
説
欄
の
構
成
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
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雑
感
ニ
―
―
―

所
感
月
報
の
追
憶
と
校
友
会
の
奮
起
を
望
む

研
究
科
時
代
の
回
顧

近
頃
愉
快
な
る
一
製
作

日
常
生
活
と
建
築
家
と
工
芸
家

ロ
ダ
ン
と
他
の
彫
刻
家
（
エ
ピ
ソ
ー
ド

三
つ）

芸
術
普
遍
の
本
道

新
風
景
画
の
基
礎
と
し
て
見
た
る
絵
巻
物
（
補
遺
）

武
英
殿
鑑
賞

文
化
生
活
者
と
し
て
の
美
術
家
（
上
）

二
十
年
こ
の
か
た

こ
の
う
ち
二
十
巻
記
念
の
趣
旨
に
添
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
言
え

ば
、
正
木
の
論
説
は
月
報
が
二
十
年
間
継
続
発
行
さ
れ
、
所
期
の
と
お
り
「
美

術
の
歴
史
の
根
本
資
料
」
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
に
対
す
る
喜

び
と
編
集
者
へ
の
感
謝
、
さ
ら
な
る
発
展
の
希
望
を
述
べ
た
も
の
。
光
雲
の
論

説
は
本
校
創
立
当
初
の
思
い
出
と
昔
と
今
の
校
風
の
違
い
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
発
言
を
し
て
い
る
。

開
校
営
時
は
職
員
も
昨
日
迄
は
職
人
と
云
ふ
様
な
人
が
一
朝
に
し
て
赦
授

の
榮
職
に
付
い
た
の
で
赦
授
法
と
云
ふ
事
等
は
知
識
も
無
く
続
瞼
も
乏
し
く

不
安
に
感
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
博
統
的
な
習
慣
を
追
つ
て
家
で
弟
子
に
数
へ

二
十
年
間
の
回
顧

回
旧
談

石
野

い
も
し
、
ほ
づ
ま

栗
原
穴
山
内
藤

隆 伸
義
平誠

武
田
今 渡
辺
清
水
津
田
結
城
神
木

健
介
信
夫
亀
蔵
啓
一――

和
次
郎榮

こ
の
よ
う
に
職
員
を
叱
責
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
最
長
老
の
光
雲
に
し
て

初
め
て
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
光
雲
は
創
立
当
初
の
普
通
科
制

度
を
美
術
家
と
し
て
立
つ
上
で
必
要
な
常
識
を
養
う
上
で
有
効
で
あ
る
と
高
く

評
価
し
て
い
る
。
次
に
素
明
の
論
説
は
校
友
会
機
関
誌
の
歴
史
を
極
く
簡
単
に

述
べ
た
も
の
。
神
木
の
論
説
は
将
来
に
向
け
て
の
提
案
で
あ
っ
て
、
特
に
意
義

深
く
思
わ
れ
る
の
で
全
文
を
掲
げ
る
。

所

感

赦

授

誹

木

健

介

吾
が
美
術
學
校
は
、
綸
聾
、
彫
刻
、
建
築
の
所
謂
純
正
美
術
と
夫
等
を
應

用
す
べ
き
エ
藝
美
術
と
を
教
授
研
究
す
る
機
閥
な
る
事
は
今
更
申
す
迄
も
な

い
事
で
あ
る
が
、
宜
際
此
の
如
き
店
大
な
る
赦
育
機
開
は
、
諸
外
國
に
も
少

な
い
例
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
然
し
一
方
に
は
此
綜
合
設
備
を
充
分
活
用
さ

第 1章

素
明

正
木
高
村

光
雲

制度改革期

直
彦

る
様
に
赦
場
で
職
員
も
生
徒
も
一
虞
に
仕
事
を
致
し
ま
し
た
。
現
今
の
生
徒

〔密
〕

は
モ
デ
ル
に
ば
か
り
接
近
し
て
先
生
と
親
蜜
に
な
ら
ず
、
職
員
も
控
室
で
つ

ま
ら
ぬ
話
し
を
し
て
居
て
数
室
に
は
録
に
顔
を
見
せ
ま
せ
ん
が
、
営
時
は
先

〔囃
〕

生
と
生
徒
は
全
く
家
族
の
様
に
圏
架
し
て
居
り
ま
し
た
。

現
在
の
様
に
子
弟
闊
係
は
薄
ら
ぎ
萬
事
が
官
僚
式
に
成
っ
た
の
は
、
生
徒

の
敷
が
増
加
し
た
為
ば
か
り
で
無
く
職
員
の
怠
慢
の
結
果
で
、
職
員
が
毎
日

〔
マ
マ

〕

學
校
に
来
て
指
導
し
て
居
た
の
が
交
劉
に
休
む
様
に
な
り
、
そ
れ
が
公
然
の

秘
密
と
な
り
つ
い
に
は
規
則
と
定
め
被
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
現

〔
マ
マ

〕

今
の
生
徒
は
一
寸
し
た
技
工
も
指
導
者
が
無
く
て
研
究
す
る
為
非
常
に
困
難

す
る
様
で
す
。
今
學
期
か
ら
は
木
彫
科
で
は
此
の
貼
を
改
一艮
し
ま
す
が
、
他

の
科
で
も
職
務
に
今
少
し
忠
質
で
あ
り
た
ひ
と
思
ひ
ま
す
。
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〔献〕

せ
た
な
ら
盆
々
其
特
色
を
稜
揮
し
社
會
に
貢
猷
す
る
所
が
大
な
る
も
の
と
想

像
す
る
次
第
で
あ
る
。

然
る
に
現
在
美
術
學
校
の
内
容
は
前
記
の
綜
合
赦
育
を
甚
だ
利
用
し
て
居

な
い
様
で
あ
る
の
は
、
遺
憾
の
至
り
と
思
ふ
。
郎
ち
等
し
く
美
術
と
云
ふ
以

上
は
、
ど
こ
か
共
通
の
慮
が
あ
る
べ
き
だ
の
に
、
純
正
、
エ
藝
の
雨
美
術
部

に
賜
す
る
各
科
は
餘
り
に
孤
立
し
て
其
間
に
奄
も
連
絡
交
渉
が
と
れ
て
居
な

い
様
で
あ
る
。
今
、
西
洋
聾
の
例
を
取
っ
て
見
て
も
、
専
門
の
洋
盪
科
は
勿

論
と
し
て
彫
刻
科
、
建
築
科
乃
至
は
圏
按
、
金
工
、
錨
造
、
漆
工
の
各
科
は

大
整
各
自
獨
特
の
デ
ッ
サ
ン
室
に
割
披
し
て
居
る
様
な
教
授
振
り
で
あ
る
。

同
じ
洋
霊
の
授
業
に
左
程
の
相
違
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
無
論
専
門
の
洋
聾

科
と
は
時
問
の
多
寡
か
ら
云
つ
て
も
、
又
其
研
究
の
程
度
か
ら
論
じ
て
も
、

多
少
の
料
酌
を
要
す
べ
ぎ
も
之
は
輩
に
手
段
方
法
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
洋
蜜

の
教
授
と
い
ふ
貼
に
於
て
は
何
れ
も
同
等
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
之
等
は
宜
し

＜
洋
聾
科
数
室
で
、
洋
聾
科
の
先
生
方
が
受
持
た
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ら

う
。
そ
う
す
れ
ば
各
科
の
生
徒
は
其
時
間
に
は
洋
畳
科
に
行
っ
て
デ

ッ
サ
ソ

を
し
な
が
ら
専
門
の
先
生
方
か
ら
其
道
の
高
説
を
き
4

な
が
ら
指
導
を
受

け
、
い
ろ
／
＼

の
参
考
物
の
中
で
充
分
洋
聾
の
氣
分
を
味
ふ
事
が
出
来
て
如

何
に
も
幸
揺
と
考
へ
ら
れ
る
。
其
他
日
本
霊
、
彫
刻
及
び
應
用
美
術
の
宜
技

か
ら
用
器
驚
法
の
如
き
簡
箪
な
る
講
義
に
至
る
迄
、
之
を
統
一
併
合
し
た
ら

授
業
上
、
研
究
上
は
勿
論
鰹
済
上
頗
る
有
利
な
事
で
あ
ら
う
。

今
自
分
の
専
門
な
る
建
築
に
就
て
か
く
す
れ
ば
御
互
に
非
常
に
便
利
と
思

ふ
の
は
建
築
は
丁
度
、
純
正
美
術
と
應
用
美
術
と
の
接
廓
貼
に
あ
っ
て
そ
の

〔両
j

交
渉
が
最
も
深
い
學
科
で
あ
る
か
ら
従
っ
て
雨
方
面
の
學
生
は
美
術
常
識
の

上
か
ら
営
然
建
築
に
興
味
を
も
ち
何
か
と
開
係
が
つ
い
て
く
る
様
に
な
る
べ

き
だ
と
思
ふ
。

箱
饗
、
彫
刻
が
建
築
（
所
謂
美
術
的
建
築
な
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
）
の
重

大
な
る
要
素
な
る
と
同
時
に
、
エ
藝
美
術
の
大
な
る
援
助
を
か
ら
な
け
れ

ば
、
建
築
の
美
観
を
痰
揮
す
る
事
は
容
易
で
あ
る
ま
い
と
思
ふ
位
だ
。
そ
れ

に
つ
け
て
も
現
在
の
學
校
の
逍
り
方
を
少
し
改
艮
し
て
賓
技
の
練
習
や
學
科

の
講
義
を
、

一
層
開
放
的
に
し
、
各
科
の
學
生
が
其
専
門
科
以
外
は
自
分
の

好
む
所
に
隧
つ
て
容
易
に
他
科
へ
出
入
し
研
究
す
る
様
に
仕
度
い
も
の
で
あ

る
。
さ
う
す
る
に
は
是
非
共
、
前
に
云
っ
た
様
に
洋
甕
は
洋
甕
科
で
彫
刻
は

彫
刻
科
で
と
い
ふ
風
に
各
専
門
の
集
中
を
希
笙
す
る
次
第
で
あ
る
。

次
の
津
田
の
論
説
は
月
報
に
関
す
る
思
い
出
と
月
報
、
学
校
、
校
友
会
に
対

す
る
希
望
を
述
べ
た
も
の
で
、
特
に
教
職
員
が
一
致
協
力
の
精
神
を
以
て
校
長

の
計
画
遂
行
を
助
け
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
清
水
亀
蔵
の
論
説
は
研

究
科
時
代
の
思
い
出
と
加
納
夏
雄
の
指
導
法
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
。
い
も

し
、
ほ
づ
ま
（
香
取
秀
真
）
の
論
説
は
主
に
美
術
学
校
在
校
時
代
の
思
い
出
と

鋳
物
に
関
す
る
話
で
あ
る
。
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